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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　能的な面からの研究が必要であり，網内系機能の面よ

　　　　　　第1童　緒　　言　　　　　　　　　　　り放射線陣轡を検討している研究満も少なくない⑩一

近年，癌の撒灘著しく懲し，手徹法，放射　⑫。当教室の敷井⑭｝嫁敷用いて1駄騰鋤照

線療法および化学療法などの果す役害1はかなり大きく　　射をおこない，網内系機能の変動を僧温下と低体温下

なつてきた。そのうち外科的治療が一般的には最も撫　　　の2群に分けて検討し，該機能と放射線照射との闘に

要な部分を占めていると思われるが，放射線治療もそ　　　関係のあることを証明している。Sch6ning⑭は深部

の装鳳技術の鋤駅より，悪髄瘍治榊こ［1！iめる役　治漂時におこるレ線宿醜燗内総能の低下によるも

割は大きい，しかしながら放射線の照射に伴う局所お　のとのべ，N・um・i・t・・’⑯は乳癌，子麟脳をこレ線

よび全身の障警もまた見逃すぺからざる事実であろ　　照射をおこなつたところ，B・S・P・値が病的にたかま

う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り，局所照射でも肝障轡のあつたことを指摘し。永

放射線治療灘おける治療の限界は，拗偲鰍に　井⑭轍射繍・よる肝鵬に財間捜欄の役害1が相

伴う放射線障書であろう。古来放射線照射に伴う障轡　　．当大きい点より見て，肝を慮接照射しない放射線治療

についての報告鳳枚挙にいとまがない。最近，装醗の　　　の場念でも，起り得る肝障害を無視してはならないと

発展により大量照射が可能となり，治療率の著しい増　　　述べているように，癌の発育が網内系機能を陣審する

加が見られるが，反面いまなお放射線障審に悩まされ　　　ということと関連して・放射線治療の際・生体の抵抗

る場合がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　カを観察するため網内系機能を検討することは，きわ

　さて，低体温麻酔下にレ線を照射すると，低体温下　　　めて童要なことと思われる。

ではIE常組織の酸素圧は低下し，放射線照射による副　　　薯嶺は当教室における低体温麻酔下レ線照射の基礎

作用を軽減すると報告①②されているが，元来組織の　　的研究の一一mpとして，　X兎Br。wn－Pearce⑰腫溺を

酸素がたかまれば，放射線感受性が増加することは，　　　用い・低体温下にレ線を照射した際の生体の防御機席

既に酸素効果③④として知られている。腫瘍の側から　　の一つとしての網内系機能を検渤するため・コソ1“　一

みると，低体温麻酔下では，腫瘍酸素H三は正常組織の　　　赤法および杉山氏鑛汁貫食機能検査法を用いて・網内

酸素圧より減少程度が少ないため，相対的に高く保た　　　系機能に常温下照射の場合と比較して，どんな相異が

れ低体温麻酔下に大壁照射をおこなうと副作用を軽減　　　あるかを究明し・いささかの知見を得たので報告す

し。しかも治療比の向上が得られると梅垣①②，津　　　る。

田⑤らはのぺている。これに関して遇教室セは生体の　’

各麟器につい一ctXtsva下にレ線贈手を瓢ない全般　　　第2章黙方法

，に低体温下の方が常温下照射より臓器への障害の少な　　　　　　　第1節　実験材料

いことを組織学的ならびに機能的の面より研究⑥一一⑨　　　　一定の管理下に飼育した体重2．0惣前後の雄の健康

してきた。一一方，放射線障害は生体の反応の一つの現　　　家兎を用い．レ線照射当日および網内系機能倹査日に

われであるので，生化学的，組織化学的な面並びに機　　　は絶食さぜて爽験に供した。
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　　　　　第2節　実験方法　　　　　　　　　　　　　寅食度を求めるには次式⑩を用いた。霞食度をx，細

　　　　第1項担腫瘍寒兎　　　　　　　　　　胞数をyとすれば，平均寅食度＝三獲Lであり，
翻・B・・wn－P…ce鵬家兎⑰を用い・大腿内側　。の伽撫、，網㈱能の縫認。と臆味し

筋肉内に増殖させた該腫賜を易11出し，附着した筋肉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　ている。
結合織などを可及的に除虫したのちtこれを予め滅繭　　　　　　第3項　冷却方法および照射Pt5法

準備しておいた乳鉢離採り明重瘍額の約5倍の生　冷燃，．タ．、レ2剛々9拗納酬，カクテ〃
理的食塩水を注ぎ，細かく圧砕撹搾して，エムルジヨ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーH］．．7解／1馴弥注後〆ビニー一ル布でっつみ氷槽中に入
ン状とし・これ繊恥羽につき約5・°ccの　給に・　れる．鋪冷繊で体温を聯せしめ調｝臨24～

実験に供される家兎の大腿内側筋肉内に注入移植し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26°Cでレ線照射を行つた。復温には湯タソポを使用
た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した。

・）鰹赤灘欝識調備脈よよ瀦際槻饗鴛鷲轟膿
り採血して囎を鱗し・’％コンゴ酬赤溶液（Me「k　に低体灘の鯛洋にわ肛，＿鰍騨およ瀬瘍移
製）lcc／勉ずつ糊三し湖才後4分およびC）°分の　繍働。，それぞi’、3・・。，，5。・・r、S、、atび8。・・，を照

2圓にわたつて反対側の耳静脈より採lf且して1血澗を分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　射した。
離する・この醐こついて・N　Sr・vattE比色計により　照臓隙．襯生螺騨鮪鵬轍肌た。

5°°”1μフィルター鞭肌て・’ソゴ赤注肺の血　ll鰍方灘すべて1腹1燥1㈱師い，騰旺18。
清を対照として4分後および60分後の吸光度を測定　　　KV，瞥電流15mA，フィルタ＿O．5nmlAl・－O。5maCu，

し，次式によつてコンゴ嚇騰（以後コ係数）越　F．S．D．・3、m，継細・，／r、inとし，照蠣は6。

めた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7（raである。

　　筆難講叢器…一係数　　　第、醸験成綴

　従つて，このコ係数の大きいほど網内系機能陣轡状　　　　　　　第1節　正常家兎における瓢係

態を示し，小さいほど該機能充造状態を示すことにな　　　　　　　　　　数および皮下組織躍食食

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　度　（衷1）

21皮下組織球鑑汁餓機能踏法（杉llJ）⑲嫁兎　　甜願における10例の・係数は最大51．6，最小

背部皮膚の毛を鋏で短かく刈り，アルコールで消毒し　　35・2であり平均値は454であつた。また皮下組織球鼠

たのちピンセツ、トで皮虜を引き上げ，小鋏で径約1cm　　食度は最大1・57・最小1・25であり，平均値はユ・44であ

ばかり真皮の上層を切り，血管を避けて更に真皮の下　　　つた。

層を径約2vmaばかり切り，更に創口から皮下組織を約

1cmの長さまで引き出して切り離し，直ちに滅繭シ　　　表1　正常家兎のコ係数および寅食度

ヤーレのなか，Oリンゲル液にひたして拳術を終る。－w一　　　家

灘度囑汁・・ゲ・溶液を入れ磁菌・ヤー鴎　 羅

切りとつた組織片を移し，滅菌した小注射器で組織片　　　　号

を母指頭大に膨眼するまで均等に墨汁を注入したの　　　1

ち・組織片を墨汁中にひたしたままシヤーレを閉じ・　　　　2

37°C購卵器中に3時間放隆する。その後この組織片　　　　3

をとり出して一小片を切りとり載物ガラス上に伸展し　　　　4

覆いガラスをかぶせて周囲をワゼリンで封じ油浸装鷹　　　　5

で鏡検する。墨汁寅食度の判定にあたつては，顕微鏡　　　　6

の視野に現われる100個の組織球性細胞と大単核球に　　　　7

ついて，その墨粒貧食度を杉山⑲の言己載に従つて，　　　　8

0度，渡，2度，3度および4度の鍛階に分鱒定　　9
する．。の分類によれば・度雌く墨肋寅食欄め　」o
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が大であることを示す。鏡検算定の結果により平均
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　　　第2節B，。wn－Pear。・腫瘍移　　　として変動職みると，図・のように，・係数では移

　　　　　植家兎におけるコ係数お　　　　　　　植前に比して，移植後3日圓および7日目には，それ

　　　　　よび貧食度の変動　　　　　　　　　　それ21．8％，1．4．3％の減少で網内系の充進状態を示し

表2の。騰および餓度の各平均の前働・・0％　たが，2・日目23・2％，28日日は5・％と増加し徽脚

表　2　　　　　　B．P．腫瘍移植家兎のコ係数および寅食度

’　　　　　　1

｝前 i後3日 17　｝14　121　128
コ　　係　　数 42．O 38．3 42．6 48．0 59．4

貫　　食　　度1 ユ．49 1．55 1．42 1．19 0．87

1

腫瘍体積　伽3）
．　（一）

（一） P　55728 76500
i1．37）

8Q600
窒P。44》

吋P「

生存　日　数 22日．

「

コ　　係　　数 43。0 27。O 31．5 48，5 56、3

　寅食度　1．33　L49　］，．38　1．1］．
2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F…”…°P一一一髄闇一…’…岬…『

　腫瘍体穣　　（maS）　　　（＿t）　　　　硬　　　 結　　　　 41580

0．98

94392　　　　　945（，O

（2．2．a．）　　　　（2．27）

生存　日　数
21　［！1

コ　係　　数 48．0 26，0 35．8 56，2 59．O 70．5

禽　食　　度 1．42　　　　　　1．37 1．29　　　　　　1。15　　　　　　1．11 U．97

3爾濡爾τr（一・一3543・，・（欄δ甥，lll21

生存　日　数 29日

i　　コ係数　52，0　39．3　42．0　54．0　63，2　73，5
　　　　　　　　　　　　　＿t，－＿－’－m　　　ウリ　 ロ　’ @ーt　ttヘ　　ロ　　　　　　　　　　　　　　 F－．．　ww．．pm＋rvny．k．に @　“へLll
　Ptー　H－ny－

・隠瘍体s．（器π∵兜（i”＆’、ilil（薦輔1（lli｛

　！

　生存　日　数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3◎目

L係数．55・4 43．4 52，1 46。6 65．7

，陰食度 1．38 1．55 1．16 1．38 0．93

腫瘍体積（lmn　a）　（一） （一） ・54・6，驚（1甥

生存　日　数 24日

コ　　係　　数 58．7 60・6 54．5 58．5 57．8 57．0

食　　食　　度 1．43 127 工．04 1．38 1．42 1．40

6

魎瘍体積（㎜8） （一） （一） （一） （一） （一） （一）

生存日数i 60目生

1．40　は

（

　
内

7
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7
貧　食　　度
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平』　　係＿ua＿
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4・・sI
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1。41 1、27 工32
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一一一一・一一 @　　　を
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に

し

て

の

率

示
究

480
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図1　　腫瘍体積と網内系機能　　　　　かった。唾瘍の増大と網内系機能の醐は平行した

餓∫鋤…醐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が，これら綱内系機能の異常な変動は，むしろ移植腫

コ係数体積　　　　『コ係数　　　　　　　　　　瘍の増大と　その転移形成による　　　　旨への
変動
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　　　一．一，一寅食度　　　　，　　　　　　　・　　　　　」　網内系働　　影響
　　　一脆瘍体積　　　　　　　　　　が主位を占めるものと考えられる。　　　」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小　　括

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　移櫨後間もない磯期では，網内系機能は尤進し，腫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瘍の増大につれて低下する傾向を示した。

　〆へ、　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　第3節　低体温施行後にみられ

　　　　　＼、　　　　　　　　　　　る網内系欄旨の変動
　　　　　　　　、＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　（衷3および図2）

　　　　　　　　　N　　　　　　　　　　＼一一・一”－r　　　　　4例の担腫瘍察兎（移欄後7日目）を低体温下レ線

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　照射時におこなうと同様な方法で，低体瀧法のみを行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うと・冷却開始30分後に・i藪腸温欧32・8°C，腫搦温

nli後3　　7　　14　　21　　28・Fl　　　　は35・5°Cとなつたが，寅食度4例の平均は1．49を示

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し，冷却前値1・32より約120／o増加した。60分後では，

著明に障害されていた。寅食度では3日臼5％の増加
で鑓したが，以囎少の棚をたどり，　21tヨ目26，、　図2低襯離みら焔棚系機能

％，28日目22．］．％と減少し，該機能は薯明に低下し　　ft　fttec

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．60掩。動物中No。6は60日間生存した。　No．7は18日目
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．50
に死亡したが，腫蕩の発育は見られなかった。他の5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．dO
例の死亡時の剖検所見では，腹腔内臓こときこ肝・腎，　　　1，30

後腹膜，腸間膜，鳳径リンパ節および肺・眼豫に転　　　1，20

移を譜めた。Banzer角法⑳により腫瘍体積を求める　　　1，1。

と，日時の経過ととも｝こ増大する傾向をみとめ，7日　　　1・oo

目の体積に比し21日日では，No．11、44，　No．22．27，　　　0・90

No．31．12，　No．45．76，　No．5は4．24倍の体繍の増　　　o’so

加がみとめられた。No．6およびNo．7には腫瘍の発　　　　　ntl　3060　go　lso　3。。分　1　　3　　7　14日

育はみられなかつたので図1，衰2の平均には入れな　　　　　　　　冷却中　　　　　　；ft］u後

表3　　　　　　　　担腫瘍家兎低体温時の貧食度

1酬・・分i・。1・・1・8・｝…

　　貫食度1。231．500．930．960、96
1　腫瘍体積　（1㎜3）25536

　　生存　日　数　　　　1

1，20

　　寅食度1．291．450．890．941，0↓1．12
2　　　唾瘍体積　　（Mπs）　34560

　　生存　日　数

・日i・1・い4
ユ．12　　　1．39　　　1，25

　　　35360　　41’280

　　　　　　　ユ2日

1．15　　　1，50　　　1．ユ5

　　　36100　　52080

　　　　　　13日

　　寅　　　　食　　　 度　　　　1．37　　　1．53　　　1．43　　　1．30　　　］．12　　　1，38

3　腫瘍体積　（Mm　3）26505

　　生存　日　数 1臼
1 1

4

貫　　食　　度

髜≡ﾌ積　（IMII　s）

ｶ存　日　数

1．39

Q5056

1．49 1．34 　工。31 1．04 　1．36

P　1

1．20 L28
R3000

1．19

T5900

P9日

1．工0

U？725

貧食度平釧C3211・49巨14i1・，・11・・311・271i・15　llτ3gl1・T9’11・tO
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直腸温は27．8。C，腫瘍温は31．0。C，この時期では　　　で軽微とはいえ充進し，以後腫瘍の増大につれて，該

1・14と冷却前値より約14％低下した。90分後では照射　　　機能は薯明に障害されたのは，無処醗移楠家兎の場合

時適応温度の25°Cに達し，腫瘍温は27．3°Cとなっ　　　と同様であつた。

た。貧食度はL13を示し，冷却前値より約14％低下し　　　　　　　第4節　正常家兎レ線照射の網

た。以後復盈の時期では回復の傾向がみられ，3時間　　　　　　　　　　内系機能の変動

で平均1．03に，5時間後では1．27を示した。更に1日　　　図3および以下各図に示したコ係数および食食度は

目では約63％の減少，3日口では約5％の増加となつ　　　　それぞれ各褒にある3～5羽の平均について，照射前

たが，以後腫瘍の増大につれて減少し，14日図まで測　　　値を100％とした変動を袈わすものである。

定し得た症例は1例で，他は冷却後12，13，1日目に　　　　　　第1項　3000r照射群

それぞれ死亡した。腫瘍の増大は，いずれも著明であ　　　　　a）常灘下照射群　（表4および図3）

り，後腹膜リソパ節・肝・腎。および肺セこ転移してい　　　　コ係数は工日1ヨには7％の減少な示し，以後次第に

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　増加しはじめたのち再び減少して28日目までにほぼ照

　　　小　　括　　　　　　　　　　　　　　　　　　　射前値に回復する傾向をとつた。次に食食度は，コ係

　担腫瘍家兎（移植後7日同）を冷却したとき，冷却　　　数と幟ぼ同様の経過をたどり，1日目では照耐前徳の

初期では網内系機能の充進を認め，以後冷却の裟むに　　　9％増加を見るが，以後次策に減少して7｝1姻頃は

つれて，該機能は低下し，1日園まで続くが，3日口　　　前値に近く，3週目では8％の減少したのち圓復す

衷　4　　　　　　　　正常簸兎の常温3000r照）A寸群

【酬脚い【・巨41・・い8
1

2

3

コ係数

寅食度

コ係数
貫食度

コ係数
禽食度

　　

　1コ係数
41蝕度

平

均

コ係数
寅愈度

50，9

コ．．20

50，4

1．40

56．ユ

］，，34

48．2

1．，38

45．4

1，48

56。4　　　55，5　ト　54。1

1，．34　　　　1．30　　　　1，19

47，9

1．4↓

48．司5・．O

L36D・38

46．3

1，20

44，2

1，26

46．6

1，21

38，2

1，2v

b・2・8　1…2…4S8・555・・1・8・4

・・5・　j1・4…　3S］…3・…61…23
39，8i　38，・

・，，s　1・…

49．3

1．33

46．1

1．　45

40．2

工，36

48，6

1．39

42．3　　　48，3

1亀24　　　　1．45

49・1　　　　52．7

1．32　　　　1・33

53．2

1，36

49，7

1．22

45．5

1．32

47．1

歪．26

表　5　　　　　　正常家兎の低体温3000r照射群

【剛後・日1・1・巨・1・il28
，1・係数39・5
i寅食度・1・28

2

3

コ係数　　45．5

貫食度　　1．26

コ係数　　45．5

食食度　　1、35

・叢驚懐

　　　　　　　　　平

～　　　　　　　　均
コ係数
貧食度

46．9

1，33

42．3

P．20

39．8

P．35

50．4

P．15

49。3

コ．，25

50．3　　 33．9　　 42．3　　 46．3

1．12　　　　1．54　　　　1．43　　　　1．44

48．9　　　32、0　　　33．0　　　38．6

1．23　1　　1．45　　　　1，36　　　　1．44

　　1
50．0　　 47．2　　 48，1　　 39，1

1．38　　　　1．54　　　　1．44　　　　1．47

47・8　　　　38．2　　　　43・4　　　　43、3

1・23　　　1．47　　　1．34　　　　1，40

釧
46．8　　　　45．6

1，32　　　。3Z

38，6

1．36

40．4

1，43

43．8

1．30

44．9

1．35

49，3

1．38

46．6

1、34
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る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同様の経過を示した。

　　b）低体温下照射群《表5および図3）　　　　　　　　　小　　括

　コ係数は1日目は照射前億の約2％増加したのち　　　　常温群は照射工第日目に網内系機能が充進したのち

3日目には19％の減少を示し，その後徐々に回復し　　次第に障害され2週目に至つたのち回復するのに対し

て，4週目に至り照射前値に近づく貧食度では，1日　　て，低体温群では第1日目に陣害されたのち3日目に

臼は照射前値に比して8％減少したのち3日目にはか　　　かえつて一一過性に充進し以後機能は変動なく回復し

えつて1ユ％増加し，以後次第に照射前値に近づくが，　　　た。

4週目に至るまでの変動は転徹であり，コ係数とほぼ　　　　　　第2項5000r照射群

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a）　ti｛誓温下1照身t群　　（表6，　図4）

　図3　　正常家兎3000r照射群の変動　　　　　　　　　コ係数では，第1日目7％減少し，その後は3週囲

％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まで増加の傾向があり，以後再び減じて4週目ではな
130

120

110

ユ00

90

80

70

％

130

120

110

100

90

80

70

　　　　コ係数　　　　　轍ifi群　　お9％の減少を示している。寅食度では，1日目2％

　　　　　　　　　　　　＿＿＿　低体iLlv．k　　　程度の軽度な冗進を示し，以後減少の傾向をたどり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第4週目では9％の減少を示した。

一♂v＿＿一＿一　一＿－　　b）麟智融㈱群俵7，図4）
　　　　＼／・X－・一一一一一　　　の飛皆。認畿諜駿票欝赫

　　　！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　少の変動はありながら減少の傾向をたどり，4週目で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は8％の増加癒示す。寅食度では1同図照射薗値に比

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L13％yM少し，以後2週目まで増加し7H目1ユ％にな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ったが，次第に減少して前値に罠る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小　　揺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　常温群では第1日目の冗進につづいて3日後障轡さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ3週目に及んだのちはじめて回復しはじめるのに対

　　，＼、一〆〆へ＼　　　　　　　　　　して，低体温群では1日目に抑制，3日目には比較的

’V　　　　　　　　　　 強く充進し以後1．4H国まで充遡犬態をたどつたのち徐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　々に回復して照射前値に近づく。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第3項　 8000r照身r｝群

　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　a）常温下照射群　（衷8，図5）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ係数は1日目に5％増加するが，3臼目には5％

前　後1　3　7　　14　　21　　28日”減少する。その後次第に増加して14日目には20％21

表　6　　　　　　正常家兎の常温SOOO　r照射群

1前1後・日1・1・114【・・128

1

2

3

4’

平

均

コ係数

貫食度

コ係数

貧食度

コ係数

禽食度

コ係数
貧食度

コ係数
寅食度

35，2

1．　54

40．9

1。42

49，3

1．25

50．4

1．41

43．9

1．40

32．0

1．59

39．8

1．46

44．2

L24

48．0

1，46

41．0

1．43

38，7

1，16

40，5

1，18

44．2

1．20

51，2

1．30

43・6

1．21

33，9

1，32

50。1

1．37

46。6

1，27

44，7

1．39

43・8

1．33

43．7

1，27

49，2

1．41

51．5

1．46

45．8

1．53

47・5

1．41

50．7

1。13

50．7

1．42

50．5

1．28

47．1

1．48

49．7

1．32

50．4

1，18

44，2

1，19

54．0

1．36

42，4

1．35

47．7

1・27
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　　　　　　　　表　7　　　　　　正常家兎の低体温50QOr照射群

　　　　1前1後判・1・1・41・・【28
’コ係数　50．4　45．2　35．8　47．6　44，2　47．6　55．5
貧　食　度　　　　1，49　　　　1．23　　　　1．32　　　　1．52　　　　1．48　　　　1．19　　　　1．27

　　コ　係　数　　　　36．4　　　　36。1　　　　30，0　　　　49，5　　　　45．2　　　　47．0　　　　49．3
2
　貧　食　度　　　　1．33　　　　1．12　　　　1。70　　　　1．64　　　　1．48　　　　↓。22　　　　1．24

　　コ　係数　　　45．5　　　49、5　　　28．5　　　47．3　　　38．2　　　50．4　　　50。8
3
　食　食　度　　　　］L．41　　　　1。27　　　　1．33　　　　1．47　　　　ユ．34　　　　／。35　　　　1，54

　　コ　係　数　　　　52．0　　　　50．2　　　　37．6　　　　52．5　　　　52．5　　　　46．9　　　　43。8
4
　食　食　度　　　　1，43　　　　1．27　　　　］．，68　　　　ユ。62　　　　ユ．39　　　　1．34　　　　1．40

平　　　：コ　イ系　数　　　　46，0　　　　45．2　　　　33。0　　　　49．1　　　　45．0　　　　47．9　　　　49．8

均寅食度　1、41　1・22　1・50　1．56　1・42　1・27　t、36

図4　　正常家兎5000r照射群の変動　　　　　　　　た。寅食度でも同様の経過なとり，4遡倒でも照射前

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　偵より16％減少していた。
％

130
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110

100

90
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70

　　　　　　　　　　　　　　　常温群　　　　　　　小　　揺

　　。係数　　　．一＿脳灘　　8°°°「の蝋鵬輔うと常灘で1よ1～3日醐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内系機能はやや充進するが，その後tよ抑制され，4週

　　　　　　　t、　　　　　　　，，ドー一　　　　頃に至るも抑制されたままで園復の徴はない。また低

一冠「’｝℃プζ一…　綴盈羊は・・…蝋とlasい第・・目・轄につづく

　　　　＼　　！

　　　　　＼”　　　　　　図5正撒兎8°°°「醐君羊の獅
　　　　　ぜ　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　％

％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i20　　　　　　　　　　，源一

130

120

110

100

90

80

70

費食度　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　．　　　’

　　　　　，”＾、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　go　　　　　　　　　　　　　’

＿　　　”　　＼　　　＿．＿＿＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　常温群
　　、一　　　 ～一一一 @一一　　　　　 、、　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　80　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　’〉　　　　　　’・〉！　　　　7。　　　　　　　……低イ肛濫群

％

130　　　貧食度

前後137　14　21　28日　　120
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　110 N

日目12％・　2SHa・aは16％増」ij・・Lte・蝕度では・・　IO・一、一〆な’、一一一一一…一

係数とほ胴様の経過を辿るが・28日国では・照嚇　　90　＞　’＼
値よ P鷹論繍表、，図，）　　・・　　＼一一一一一
　コ係数は，第1日目4％の増加ついで3日目には一　　　70

時的にユ3％減少したのち以後日時の経過とともに増加

の傾向を示し，28．日目になるも26％の増加を示してい　　　　　　前　後1　3　7　　14　　2工　　28日
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表　8　　　　　　正常家兎の常温下8000r照射群

1前後田1・1・i・4．・・128
　コ係数1

　貫食度

2

3

平

均

コ係数
貧食度

コ係数

貧食度

コ係数
寅食度

46．9

1。50

50．6

1．48

31，，0

1，40

39．5

1．46

44，8

1，53

41。6

1，56

37．6

1，51

413
1，53

37．6

1．58

42．2

1．56

34．5

1。66

38，1

1，60

39，8

1．54

47，9

1．32

38，1

1．50

419
1，45

40．0

1。38

50，9

1，44

51．，4

1，39

47，4

1，40

46．9

1．26

40．4

1．40

45．4

1．32

44，2

1，32

42．2

」，，33

45．2

1．38

50．4

ユ，22

45．9

1　．31

表9　　　正常家兎の低体温下8000r照鮒群

i前睡剣・i・
1

2

3

平

均

＝係数　　40．2
貧　食　度　　、　1．42

コ係数

食食度

コ係数
食食度

識係数
寅食度

38．5

1．5，2

46。2

1，46

41．6

1．46

42．O

l，33

404
1．40

47．9

1．40

43・4

1，37

32，3

］．54

36，5

1．59

39．4

1．62

36．0

1．58

39，　8

1，，58

d．5，7

1．32

55．3

ユ．30

46，9

1．43

・4i・ii28
49．2　　　　49，1

・1，31　　　　ユ。24

46．2

コ．，22

5L6
1。28

56，0　　　　54．5

1．19　　　　1．20

56．7　　　　49．0

1．25　　　　1，ユ6

50．7

7，26

51．3

｛．19

51，5

」．，18

52・5

1。22

3日目の充進は同様であるが，その後障害の度は強く　　　　　b）低体温下照射群　（褒ll，図6）

かえつて常温群より強度のくらいであり，4週目にも　　　　ロ係数は，1日目5％の減少，3日目には18％の減

全く回復の徴はなかつた。　　　　　．　　　　　　少を示し，以後徐々に照射値に近づく。引寅食度は，

　　　　　第5節　Brown－・Pearee腫溺　　　　　　　　　　1日目には3％の減少，3日目には増加し，3週をす

　　　　　　　移植家兎照射群　　　　　　　　　　　ぎてはじめて減少し4週目に5％程度となつた。なお

　　　　第ユ項　移植後4日目照射群　　　　　　　　　2ヵ月鑑存したものは5例中2例であり，他の3例中

　移植後4日目に大腿に硬結ないしは腫瘤として触れ　　　1例のみに後腹膜リソパ節転移を認めたが，その他の

る家兎を爽験に供した。　　　　　　　　　　　　　　．症例には転移はみられなかつた。いずれの家兎も照射

　　　1．3000r照射群　　　　　　　　　　　　　　　　後28日目で腫瘍の増大の傾向をみた。

　　a）常温下照射群　（表10，図6）　　　　　　　　　　　　　小　　括

　m係数は⊥日圏13％の減少を示したのち，3日目に　　　　正常家兎照射群とは異り，担腫瘍象兎の綱内系機能

1％，7日目7％　14日目12％と増加したが，第3週　　　の障轡の度は強い，担腫瘍群では常温群よりは低体温

目には回復する傾向がみられた。寅食度では，減少す　　　群の方が抑制の度は少ないが，3週以後は常，低体温

る傾向をとり，4週目にi至るもなお回復せず，8％滅　　　の間に大差はなかつた。この時期の照射では腫瘍の発

少していた。なお2ヵ月生存は2例であり，他の3例　　　育よりレ線照射による障害が考えられるo

には後腹膜リソパ節への転移があつた6照射後18日目　　　　　2．SOQO、r　ua射群

に死亡した1 mo、1では後腹膜リ／パ節転移のみであつ　　　　　a）常温下照射群　（表12，図7）

た。即ち4日H照射群でも転移する例があつた。腫瘤　　　　コ係数は，1日目わずかに減少したが，以後増加

の消失したものは1例であり，他の叡兎では腫瘤の増　　　し14週目に至つてなお21％増加していた。貧食度で

大ないしは原形をとどめた。　　　　　　　　　　　　　は，1日目に4％の増加がみられたが，以後わずかに
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減少し3週頃より回復の傾向を示した。2ヵ月生存は　　　後4週目まで低下の傾向をとり，照射前値刎0％内の

5例中1例であり，他は40日，26日，10日および48日　　減少が認められた。2カ月生存例は2例で，他はいず

に死亡し，一定の傾向はみられなかつた。10日間生存　　　れも60日以内に死亡しているが，　No．1は，後腹膜リ

例では，肺肝，後腹膜リンパ節および腎に転移がみと　　　ソバ節転移，No，3は転移はなく，　Nα5は生存期間

められた。他の死亡例では，後腹膜リソパ節転移のみ　　　はきわめて短く移植後19日目に死亡したが，肺，肝，

であつた。28日目で2例に硬結の消失をみたが，他の　　腎，鼠径リンパ節に転移がみられ，腫瘍の縮小2

3例は騒度であるが増大の傾向を見た。　　　　　　　　　例，硬結の消失1例をみた。

　　b）低体温下照射群　（表13，図7）　　　　　　　　　　　　小　　括

　コ係数は，1日目はほぼ照射前億と同様であるが，　　　5000r照射の際は常，低体温両群の叢は顕著で網内

3目に日は，28％の減少を示し徐々に前値に近づく　　　系の障害は低体温群に少なく，照射をうけしかも腫甥

が，3週目でもなお減少しており，4避E1に釜つて6　　がありながら網内系機能はよく保たれていた。

％増加した。寅食度は，コ係数と同様，第．1日目にわ　　　　　　3．8000r照射群

ずかに減少，3日図には，照射前値に復するが，その　　　　　a）常温下照射群　（表14，図8）

表10　　　　　　　腫瘍移植4日日家兎常温。下3000r照射群

｝前1後・日i3　7【・4　i・・｝28
コ　　係　　数　　42．3

食　　食　　度　　工．57
1　－一一一一一一一一一一一・・一一一一

　　腫瘍体積　（Mls．）硬　結

生　存　日　数

2

・＝係数60，3
食　　食　　度　　M5

皿璽瘍体穣　　（man　S）　　125　L2

44．3　　　53．9　　　56．6　　　58、3

1．19　　　1。23　　1，09　　　1．10

35112

ユ8日

51．9　　　57，7　　　59．7　　　56．7　　　50。4

ユ．5Q　　　　ユ、38　　　　1，40　　　　1，45　　　　：t，38

32130

生　存　目　数

コ係数51．644．453．650．059．744．9

3

貧　　　 食　　　　度　　　　　1、50　　　　ユ。52　　　　1．46　　　　1．36　　　　1．49　　　　1．54

腫瘍体積　　（mm　3）　　17388

生　存　日　数

コ　　係　　数 49．1 38．2 46．5 53．9 51．8

貧　　食　　度 工．43 L53 工．42 1．32 ユ．38

4

腫瘍体積（nen　s） 128QO

生　存　日　数

46，8

1。44

垂 ロ係数46．740．041。047。353．444．7
寅食度1．381．561．241．31ユ．291．255

　　腫瘍体積（㎜3）硬結

生存　日　数

平コ係数　50．043、750．553．455。9146．・7

均貧食度　1・471・461．341．301．341．40

53．8

1．33

34020

34日

47．5

1、55

消　失

60日

48．3

1．45

78936

48日

56．0

1，10

硬　結

60日

51．4

1．35
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　コ係数は，1日目裟は4％減少するが3日目以後は　　食度でもほぼ同様の傾向をたどり2週目で9％の最低

増加し3週目には32％増加するが，その後は次第に低　　値をとつたのち徐々に回復する傾向を示した。6Q日間

下しはじめている。黄食度でも，コ係数の変動と同様　　生存しえた例はNo．1であり，　No．2は45日，　N。．3

であり，3日目以後減少し，3週圏に最低値をとつた　　　は55日，No．4は1し8日であり，いずれも後腹膜リソバ

のち徐々に回復する傾向を示した。60日間以上生存し　　　節に転移と認めた。照射後23｝ヨ目で腫瘤の消失2例，

たものは1例で，他はNo．153日，　No．332日，　No．4　　縮小したもの1例で，ほかは18日目に死亡しておりい

は29日で死亡した。それぞれ後腹膜リンパ節に転移が　　　ずれも腫瘤の縮小な謝めた。

認められた。照射後28日目に硬結ないしは腫瘤の消失　　　　　小　　括

したものは3例で他1の例は原形をとどめた。　　　　　　8000r照射群では常1胤，低体温群照射1および3日

　　b）低体温下照射群　（表15．1灘　8）　　　　　　　　国の傾向は斎照射群とも同様経過をとるが，その後の

　コ係数は，1日目に10％増加したのち一時3日目に　　　綱内系機能の抑flil程脚斜象ぱ等しい，湘だ傭体温群の

逆に5％減少し，その後は次第に増加L．，14　NEIには　　　巨｝｝］復しはじめる時期は常温群よりやや恥い。　SOOO　rの

高最値をとり27％増加し以後圓復すゐ傾向をみた。寅　　　大蟄照射になオ・しば，腫湯に対するレ線効果ほほとんど

表11　　　　　腫瘍移植4日日蜜兎低｛lg温下3000　r照射群

1前後・日1・け1副・・28
瓢　　　　係　　　　数　　　　　52，5　　　　45．0　　　　50．2　　　　48．3　　　　55．4　　　　47．3

寅　　　　食　　　　度　　　　　工．46　　　　1．52　　　　工．54　　　　1．55　　　　ユ，50　　　　1．48

1　－一一一・…一一一一一・一一一…一・・一・…一一一一一ttt－一…・・一一一…一一一一一・．一・・』一・一

　　腫瘍体積　（IMII　s）硬　結

46，8

1．45

32400

生　存　日　数 1・4日

コ　　係　　数　　　　　騨 50．o 57．3 37．5 51．2 5L3 48．2 53護

食　食　　度 L20 1．43 1．46 1．48　’ 1．35 1．33
2

腫瘍体積　（ηnn　3）

　1．37
垂宙齟噤u「判戸｝一¶「¶

d　結 43776

生　存　口　数 60同生存

コ　　係　　数 58．9 55．2 42．0 54．3 54．6 47．5 50．5

食　　食　　度 1．55 1．50 L58 1．60 1．52 L58 1．55
3

腫瘍体穣（筋が） 8448 266GO

生存　日　数 60日生存

・係数　43・532・・39・432・534・・135・744・・

4
食食度㎜ﾑiτ・．44・．45・．・・一・48｝・．36・．・4

掴匿瘍体癬套　　（11Mls）　　22025
1　　　一

43407

生　存　日　数 38日

コ　　係　　数 36．2　　　　40，0　　　　27．9　　　　4LO　　　　43、4　　　　44．5　　　　45，0

貧　　食　　度 1．38　　　　1．31　　　　1．38　　　　1．36　　　　1．36　　　　1．30　　　　1．26

5　　　　　　　　　i
　　腫瘍体積　（nvn　3）」硬結 硬　結　28728

生存日刎　　i
平　　訓　　係　　数

均　貧　　食　　度

48、2

1．44

459

1，39

58日

39．6 45．5
　　　　」

S7．8 44．6 48．0

1．48 1．47 1．．47 1．41 壌，39
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等しく，網内系へは腫瘍の影響よりレ線の影響の方が　　　　ロ係数は，1日目の16％減少後次第に増加しはじめ

強いと思われる。　　　　　　　　　』　　　　　　　2週目には照射前値を越え3週後には22％の増加が認

　　　　第2項Brown－Pearce腫瘍移植　　　　　　められる。貧食度はコ係数と岡様，1目目に増加し7c

　　　　　　後7日目照射群　　　　　　　　　　　　のち，次第に低下の程度を増し，3週目1こは照射前値

　移植後7日目では，腫賜塊は鳩卵大ないし鶏卵大に　　　の26％も減少する。転移は全例にみられ，生存期間は

まで増殖しているが，この時期に照射した例では，腫　　　No．19Ei，　No．218日，　No．323日，　No．427目

瘍の縮小は軽微で照射してもその原形をとどめるが，　　およびNo．56日であつた。腫瘍体積は照射前値に比

増大の傾向はみられなかつた。肝，腎，肺，後腹膜リ　　較して，計測最終回のものは，　NoJ：L，　14，　No．2

ンパ節ないしは眼球に転移の認められるものが多く，　　　1，10，No、31，00，　No．41L．21，　No．5ほ1．ユO倍であ

移植後3週目，照射後2週目にほとんどの症例が死亡　　　り，照射前他に比して増大の程度は軽微であつた。

した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b）低温下照射群　（ge　．17，図g）

　　　k3000　r照射群　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ係数は，照射後策1日目では，照酎前値より24％

　　a）常温下照射群　（表16，図9）　　　　　　　　　増加するが3日目に前値に奥り1凱後次第に増加してゆ

表12　　　　　　腫瘍移植4目臼家兎常温下5000r照射群

1前i後・F・1　31・｝・・1・・い8
コ　　係　　数

1
貰　　食　　度．

腫癌体積（pnn　3）

生　存　日　数

コ　　係　　数

貫　　食　　度
2F－一一　　一一一一一一一一一一

　　腫瘍体積（MM　3）

生　存　日　数

49．2i42．4ir）1　，9
　　1　　　　　　　　　1

　ユ，，31

硬　結

………‘一…－ P…　H　噛』

ユ，49

　　5L9
u1牌「「噛1ヤ瞬　．，噛一噛

　　53，9

?－　9　　　　幽髄　甲　　　層一硲

@　1．28

　　56，1

wへ一｝，押’胴…，－r

　　1．23

鼈黷

1．2〔｝

@一噸…情 』，喧“畠…圃一

h

44．4　　　　45．0

1弓32　　　　1，38

消　央

　40　El

39．4　　　　34，1　　　　39，6　　　　49．3　　　　43，2　1　　4ユ，］．　　　44．3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．25　　　　1、32　　　　1．29　　　　1，37　　　　1．44　｝　　工．37　　　　1．43

硬　結 　　　i　　　硬結
一一＿＿．．＿＿」＿＿＿L＿＿．一

48　Fl

・係釧…63…2・・929・・L・8・・i・4・・

寅　　食　　度 1。27　　　1．35　　　1、28　　　1，34　　　1。22　　　1．28
3

腫瘍体積（MmS）　12096 23520

生　存　日　数 26日

コ　　係　　数 4L1 47．9 48．9 48．6 39．6 44．7 5LO

食　　食　　度 1．55 1．45 1．40 1．25 1．．38 1．40 1．32

4－一
　　踵賜体積　（1nv1　3）硬結 消　失

生存日剃　　， 60日生存

コ　　係　　数

5
食　　食　　度

瞳瘍体積　（㎜3）

生　存　日　数

平　　コ　　係　　数

均　貧　　食　　度

22．0 3i．7　　　　25。9　　　　40，8

1・　38　i1・42　1・40　1・39

349・6「一

IJ’一’

75888

E

t
38，5

1．35

37．5　　　　38昌8

1．41　　　1．32

44・4　　　　44．3　　　　43・7

1．33　　　　1．31　　　　1，34

ユ0日

46．7

1．37
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く・寅鍍では第1日目はさほど低下せず5％程度で　た。金般にやや低体温琴洋の方が，抑制の度は弧かつ

あり，3日目には旧に復してのち次第に減少し3週口　　　た。即ち腫瘍の発育も大きく，レ線照酎による効果は

では，コ係数では25％増加，寅食度では28％の減少を　　　やや常温群より劣り，主として腫癖により網内系機能

示した。生存期間は短く照射後24日，24日，27日，6　　障害の方が主役を演じたための結果と思われる。

日および10日であつた。全例に転移を認め，休重の減　　　　　　2．SOOO　r照射群

少は著しかつた。腫瘍体積はいずれも増大したが，そ　　　　　a）常温下照射群　（表18、［X’to）

の程度は帳微であり、照射前値に比して最終計測日　　　　＝係数は，1日口に15％減少し，以後増加の傾向を

で・No・1は1・21・No・20・　09，　No・30・g5・Ne・4・　　量して3週目には32％増加し最醐値をとつた。4週目

1・10・No・50・73倍を示した。　　　　　　　　　　　　に至るも圓復の傾向がみられなかつた。霞食度もほぼ

　　　小　　括　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同様の経過を示すが，第2週目では14％減少してい

　照射後1日および3日目の常温，低体温両群の傾向　　　た。いずれの症例も腫溺体積の滅少があつた。生律日

は各線量照射群と同様の傾向を示すが，その後3週ま　　　数はそれぞれ26日，23日，32日および34　F：1と区々であ

では両群ほぼ同様な程度に網内系機能の障警が起つ　　　つた。

表　 13　　　　　　　　 腫瘍移オ従［4日回劣ぐ兎｛底f本描乱下5000r雪1暇身f了洋

帥睡・日i・｝・ …　，　127

1

2

3

4

5

平

均

コ　　係　　数 54．3 47．7 35．0 47．9 5〔LO 50．4 51．7

食　　食　　度 L36 　1，18 ユ．32 1．27 　L25
u，噛殉

1．30
」甲内嗣

k27

｝唾瘍体積　（纏3） 33592 ユ240Q

生存　日　数 32日

コ　　係　　数　　　■噸 31．5 30．7 29．O 23．1 3Q．7 34．2 46．3

貧　　食　　度 1．45 ユ．40 1．49 1．33 　L45
皷嘯早u－1馳閲1ヒ」LL

工．35 1．30

腫賜体横　（mOl　s） 硬結
閥消　央

生存　日　数 60周生存

コ　　　係　　　数　　　 32．5　　　40．i　　　27。1　　　11．3　　　24．3　　　28．4　　　43．1

寅　　食　　度 1，48　　　　1．39　　　　］L。46　　　　1．62　　　　1．34　　　　1，28　　　　1．24

腫瘍体積　　（”vn　3）　　ユ3650 5750

生　存　H　数 35日

コ　　係　　数

寅　　食　　慶

40，0　　　43．1

1，62　　　　1．55

腫瘍体積　（71fiVl　3）硬結

生存　日　数

工4．0 壌2．0 42．3 40・・13・・6

1．65 ユ．34 1．22 1．25
　　　P

P．34

消失
【・・眺存

コ係数43．235。038．454．”r）62．0

禽、食度L29工．361，301．251，23
腫瘍体積　（mが）硬結 20956

生　存’日　数 1　　　　幽pm－eww－　　ww　－｝

　19目

コ係数40．3
貫　　食　　度 1．44

39．3　　　28，9　　　　35．7　　　41．81　　38・2

1．37　　　　1，44　　　　1・36　　　　電．30　　　　1．29

42．　9

1，28
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　図6移植4日目家兎3000　r照射群の変動　　　　　　　図8移植4日目家兎8000r照射群の変動

％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％
130　　　　　　　　　　　　　　暢温群　　　130

120

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　110110

100

90

80

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7070

％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　130130

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　120120　　負食度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　UO110

’；：一「ぐ〉ミミー－　111

；：　　　　　　　；：’

前後137　14　21　28日幽　　　前後13・7　14　21　28臼

図7移植4日目家兎SOOO　r照射群の変動　　　　　 図9移植7日目家va3000　r照射群の変動

％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　130130

　　　　コ係数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　120120

110　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　110

1・・一一一一一＝一 t黛＼；〆－　　1°°
，。　’、　／　　　　・　　9・
、。　　＼／　　　常温群　・・
7G　　V　　－…・低体灘　　・・

130

120

工10

100
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70

％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　130

　　　A　　コ係数　　　　　　♪！’

　　　’N　　　　　　　　　／
　　　’　　、　　　　　　　　　　　　ノ
　　’　　、　　　　　　　　，・ノ
　　，　　　、　　　　　，”

一▽チー珊ボ
　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿　低体澱群

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　120

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　110

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100
、、悔，ノノ @　　　

、

　　　　　、嘱、　　　　　　　一、」、●一＿＿■虚胴即噌＿舳＿噛一帥．　　　　　　　　　　　90「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　80

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　70

前’ ｧ37　14　21　28日1　　　’前後137　14　21日
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　　b）低体温下照射群　（表19，図10）　　　　　　　　増加し2週目には20％余，3週目には40％を越えてい

　コ係数は，1日目には3％増加，3日目では13％減　　　る。貧食度は1日目には5％増加しブこが以後減少する

少したのち次第に増加しはじめ，3週後には17％で最　　　のみで3週犀1には10％を越えた。生存日数はそれぞれ

高値を示し，その後は減少して4週目には10％の滅少　　　10目，23日，25日およびユ8日で，全例に転移を認め死

を示していた。貧食度もほぼ同様の経過を示し・2週　　　亡した。腫瘍体積は低体温例と同様縮小し，照射前値

後を最低として徐々に回復しはじめるが，4週目でも　　　の体積に比較して，最終計測日で，No．10．61，　No．2

13％減少している。腫瘍体積は縮小するものが多く，　　　O．37，No．30．55，　N。、40・38倍となり約1／2に縮小

No．1では27日目で照射前値の26％となつた。生存日　　　した。

敬はそれぞれ27日，18日・38日および28日であり，転　　　　　b）低体温下照射群　（表21，図11）

移は全例にみられた。　　　　　　　　　　　　　　　　　コ係数は1剛ヨには13％増加し，3日目にわずかに

　　　小　　括　　　　　　　　　　　　　　　　　　前値に近づいたのみで増加し，2週握1には30％余の増

　コ係数よりみれば低体温群の方が網内系機能抑制の　　　加が認められた。食食度は3H以後滅少するのみで，

程度は少ないが．禽食度では両潤iに顕著の藻はなかつ　　　その程度はほぼ憎温群と同様であつだ。生算期聞

た。移植7日目照射群中では最も常湿，低体温群の差　　　ほそれぞれ26日，20日，18および19日であり，全例

は明らかであつた。　　　　　　　　　　　　　　　　　に．繊移を認めた。転移は主に後腹膜リンパ節，肝t

　　　3，8000r照射群　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　jlili，1｝辱ないし眼玉求に1賦移し死LUしたo体窟は薔明に滅

　　a）常湿下照射群（褒20，図11）　　　　　　　少した。腫癌体積は照射前1直に比して，最終計測日

　1日國にはコ係数は12％減少するが，その後次簾に　　　で，No。／0．47，　No．20、50，　No。30，53，　No．4は

の

衷14　　　　　　腫瘍移植4日目家兎常湿下8000r照射群

1

コ　　係　　数

貧　　食　　度

腫瘍体積　（nmS）

｝生存日数

2

3

4

平

均

コ　　係　　数

貫　　食　　度

腫瘍体積　（orm　S）

生存　日　数

コ　　係　　数

食　　食　　度

腫瘍体積　（71en　3）

生存　日　数

コ　　係　　数

貫　　食　　度、

踵瘍体積1（ma　3）

生存　臼　数

コ　　係　　数

寅　　食　　度

44。0

．1，35

硬　結

48，2

1。40

19584

42。0

1，43

2り016

52、1

1．31

16660

44．1

1．35

40，0 50，8

1．40　　　　1．36

37．9

1．43

51．2

1，41

54．5

1，30

45。3

1．50

1

46．1

1．35

42．3

1．42

5ユ．8

1．27

45・エ147・5

・・321エ・35

1

42．7

L42

47，5

1．38

58，9

1。38

53．2

1133

46，エ155．1

1，25

55，0

1，30

1，　30

60。0

1．20

58．3

44，1

1，36

60．O

1．16

】t，ユ6

消　失

53日

53．8

ユ．25

消　失

60日

53・4 堰@55・5

1．23 1．29

消　失

32日

一竺1
　ユ，13

16240　i

　　　E
　　　
29則

51．3

1．2ア

58，4

1．22

55．9

1．23
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0・44倍とほぼ照射前値の1／2の大きさとなつた。　　　　　レ線照射当日，冷却開始と同時に1・5％コンn“・一赤

　　　小　　括　　　　　　　　　　　　　　　　　　　液12・Occを右肘静脈より注入したのち左肘静脈より，

　腫瘍に対するレ線効果はほとんど同程度であり，網　　　4分後および60分優に採ifitし，家兎実験と同様ロ係数

内系に与える影響は両群とも1～3日目は各線燈照射　　　を求めると，コ係数は77・7であつ牝。なおこの6Q分後

群と同様であるが，以後両群とも全く同程度に網内系　　採血時の億腸温は31．8°Gであつた。更に冷却開始後

機能の抑制が強度であり，頗瘍の影響がレ線の影響に　　200分後ec　iソn“　一赤液12cc注入し，同様4分後およ

加わつて障轡を与えているものと思われる。　　　　　　　び6〔〕分後に採血しコ係数を求めると，コ係数90・7であ

　　　　　第6節臨床例（表22，図12）　　　　り，冷却開始後260分では磁腸温29．4°Cであつた。

　著著は少数例なカミら基礎的実験を臨床例に応用する　　　　　b）乳癌レ線照射後のコ係数の変動

機会をえたので，コソ＝’　・一赤法で網内系機能の検査を　　　　低体況下（29．4°G）に1000r照射をおこない経時的

おこなつた。症例は偶然同じ頃入院し，しかも樋瘍の　　　にロ係数葡求めると，1日目86．3，3日目68．5以後

鞘育程度もほぼ等しい2例を選び術前照射として1疇　　　7el　82。8，14日79・　3，21日74・7，および28日には77・3

に常温および低体撮下に1⑪OOrを照射したものであ　　　を示した。鋤物爽験1司様第1日属では網内糸機能1汰障　1

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　霧されたのち，3日目には一時かなり尤進したが，そ

　　　症例1．H．　M．45才，左乳癌　　　　　　　　　の後も網内系機能は全く抑制されなかつた。　　　　、

　組織診断：Anaplastic　Adenocarcinoma　　　　　　　　　疲例2．　S．　K，67才，左乳癌

　入院時；コ係数87．5　　　　　　　　　　組織診断ICarcinoma　Soltclum　Simplex

　　a）低体温施行時のコ係数の変動　　　　　　　　　　　入院時：コ係数　83・6

衰15　　　　　腫瘍移植4日目家兎低体湿下SOOO　r照射榔

1

コ　　係　　数

1前1後・・1・1・巨42－・8

禽　　食　　度

42．646，536．84。．・・3・5156・266・・

1，44　　　　1．32　　　　1，44　　　　1，40　　　　．1．34　　　　1．30　　　　」、，25

鵬体積（ma・）i　798。｝……｝’……ww昌一

1生導日数1
消　失

・60日

2

コ　　係　　数

寅　　食　　度

腫瘍体積（77M　3）

生　存　日　数

数 38．5 48．0 45．0 45．0 60．0 52．7 50．0

度 1．33 1．35 1．40 1．35 1．20 1．62 1．30

（77M　3） 8232 8190

数 45日

コ　　係　　数 46．5　　　　45，0　　　　35。0　　　　38，0　　　　43豊0　　　　50．0　　　　4？．0　　　　　　　輪

3
寅　　食　　度 1．40　　　　1，43　　　　1，30　　　　1。32　　　　1．35　　　　1，40　　　　1．20

腫瘍体檀　くnma　3）　ユ1616

生存・数「一
＿＿．L 消　失

伽　｝ i55日

コ　　係　　数 45．Q　　 51．0　　 47，3

4
寅　　食　　度 1．36　　　　1．31　　　　1．26

腫瘍体積　（㎜3）　32832

［生存日数

55督4　　　　62．8

1．25　　　　1．10

21390

　　犀R　　係　　数、

貧　　食　　度

43．2　　　　47．6

1．36　　　　1・37

　　　　　　i　18日

41，0　i　　44，6　1　　54．8

　　1
1司1・33

　　　　53。0　　　　54・3

1．24　　　　1．32　　　　1・25
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表16　　　　　　　　腫瘍移植7日目常温下3000r照射群

1前1後・日1・1・i14【・・
コ　　係　　数 58．0 53．0 48，0 5］．，0

貧　　食　　度 1．21

1－　　　　　一一　　　　一一
　　fiEli瘍体積　　（7mn　S）　　　　18900

1。28 1．ユ5　　　　　ユ．10

22440　　　　　21600
（1．18）　　　　（1．14）

生　存　日　数　　　　　　　　　　　　　　　　　9日

コ　　係　　数　，6巳 51．5 40．6 45．6 49．0 59．3

貧　　食　　度 1．47 ：L，54 1．34 ユ．18 1．16

2
種瘍体積　伽3）　　　4 40850

50160
e1．22）

　”S0128
i0．98）

45214
iUO）

生　存　日　数

謄　　　胸　　　　　　　　廓　曲

18日

コ　　係　　数 45．0 32．3 39．2 40．5

w

荏O．2 62．4

　　「n　　食　　度 L］6 工．32 L28 L25 1ユ3
H「

1．07

3

腫瘍体横　（㎜3）
曾ヤ

Q0672
H

り， 233ユ0

iu2）
2220〔｝

i1，07）

20720
i1，00）

生　存　日　数

の

23日

コ　　係　　数 23．0 19．7 33．9 39．0

@

42．0 51．7

貧　　食　　度 1．54 ユ．58 1．34 1．28 1．16 0．92

4
畷瘍体穣　（nvだ　s） 19008 552UO

i2，09）一申餓臨幽㎝一榊脚

5bO28
i2198）

4160Q
i2．18）

40432
揀?Q）

町生　存　日　数 i 27臼

コ　　係　　数 56・・【52・・ 54．O

寅　　食　　度
・・3．1・・25

1．20

ヤ

5
腫瘍体積　（lmn　S） 23220 2565u

i1．10）

生存　日　数 6日

平　　コ　　係　　数 46．8 39・・144・1 44，8 47，7 57，0

均　食　　食　　度 1，33 1・39　11・26 1・20 ｛、15 0、99

（）内数字は照射前値に比しての倍率を示す。

　常温下に1000r照射をおこない経時的に，コ係数を求　　　明らかに．し，かかる間葉系虫来でとく｝こ生体染色顯著

めると，1日目　82．0，3日目には75．5を示し，以後　　陽性に現われる細胞群をRetikuloendotheliales

7日目85．｛、t　14日自85．5，21日目は86，2で，28日目に　　　Systemと呼んだ。作用機序に関してになお不明な

は81．6を示した。即ち第1日目および3日目には軽度　　　点もあるようだが，赤崎⑫は網内系細胞は生命の維持

に網内系機能は完進するが，その後はわずかながら網　　　に，また生体の防御に極めて広汎な面で関与し，炎

内系機能は抑制された。　　　　　　　　　　　　　　　癒免疫，物質代謝，造血，腫癌その他数知れぬ多く

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の面で生命に深い関係を有するものと述べている。今

　　　　　第4節　総括ならびに考按　　　　　　　　日一般に網内系機能としては，①異物摂取能，②免疫

　網内系の概念はAschoff⑳により始めて指摘され，　　生体産生，③新陳代謝調節，④鯵慧機能および，⑥造

ことに本邦の溜野⑳，赤崎ら⑳⑫により騨細に解明さ　　　血機能などが認められている。

れてきた頒である．A・ch。ff⑳は結合織維耽か　、しか臆勲簾髄法⑳は細なお確立されて

の特殊の細胞に特に色素食食が顕著に見られることを　　　いない。綱内系機能検査法としては，次のような方法
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表17　　　　　腫瘍移植7日目低体温．下3000r照射群

1前1後・副　・1・1・41・・
コ　　係　　数 37．3 54．6i　44．0 42．1 48．1 57．1

貧　　食　　度 1．28 L20 1．34 ユ．10 1．14 　　0．83
鼈黶｡「h－P炉［F1

腫瘍体積　（卿η13） 23265
’

　30720
c＿（鰻豊．

28322
i1．2D　Pワ

生　存　日　数 24日

コ　　係　　数 35．8 40．0 工8．工 25．0 3α4 34．4

寅　　食　　度 1．17 1．05

@ph

ユ．30 1．45 　　1．00
C　四・甲F一　　皿r　F」【，停P　LL哺2

ρ腫瘍体積　（㎜3）＿　　　　　　　　　｛隔

@生　存　日　数

24960
24064

i0．96）

　　　LIQ
?齬H一馳一r・・圃1h「一國閥い1閃

@　　23100
@　　（o．92）

198〔｝0

io．99）
▼

24日

コ　　係　　数 26，7 46．O 27，4 4…i4・・3　44・6
1

貧　　食　　度 　　1，45 1．32
雫　1．55

1．22 　1、14
h

0．94

@帰
3

腫瘍体積　吻3） Z8410
♂

301100

iLO7）
　34476
@σ，2L）｝，戸

27ユ95．0
i0．95）

生荏　日　数
「　27日

コ　　係　　数 37，1

貧　　食　　度 1，，3e　　　　　　lt35

4　　　　　　　　　　，
　　腫瘍体積（ne1；・B）｝3・258

51。6　　　　　47．0

　　　　　1，4U

3344e
（LIo）

生存日数l　　l 6日

5

平

一　　　　　均

i
　コ　　係　　数

食　　食　　度

腫瘍体積　（2mn　3）

生　存　目　数

コ　　係　　数

負　　食　　度

43，9

1．24

28152

36．1

1．28

　　・2・・｝41・8　44・2

　　1…「罵・’・・
w”一『nv…nd u｝｝3蕊蕊’　2u640
　　　　　　（1．OZ）＿　　　（O．73）

　　　　　　　　　　　　10日

44．9 35，6 37．　8 39、9 45・3

1．21 1．36 1．24 1，12 0．92

（）内数字は照射前値に比しての倍率を示す。

が挙げられている。即ち，①コソゴー赤法，②含糖酸　　る。反面これに批判的なものも少なくない⑳⑰。山

化鉄法，③脂肪負荷法，④鉄負荷法，⑥鶏」血球法，　　形⑱は本法と同時に，特に肘…漿質細胞の機能をii睾現す

⑥Carb。n－Clearance法，⑦皮下組織球量汁寅食機能　　　るプロトpvビン指数を測定し，この両春が平行しな

検査法，⑧Au198コロイド法および，⑨放射性CrB2PO4　　いことから，本法が網内系機能検査法であることを確

コロイド法などである。これらはいずれも一長一短が　　　認した。三好⑳はコンゴー赤法と皮下組織球墨汁貧食

あるが，いずれも網内系の禽食能を利用した検査法で　　機能検査法と同時に併用して，互になんらあい影響す

’ある。しかし今日臨床的に利用しうるものは主として　　ることなく正常の数値を得，しかも原則的にはよく平

コンゴー赤法であり，・・ソ・一赤法⑳一＠e＊・Adler一　行するので両法とも網内系機能検査法として用いられ

Reimannが始めて網内系機能検査法の一つとして採　　　ると，その価値を認めている。要するに一方法だけで網

用した方法であり，多くの研究者の報告がある。さら　　　内系機能全体を表わしうるものでなく，多くの方法の

にコ係数の意義について大多数の学嶺⑳⑭一⑳1＃　t係　　　集積によっ，てその機能を判定すべきであると思われ

数により網内系機能をあらわしうるものと考えてい　　　る⑳。このような理由で，著者は，コンゴー赤法およ
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表18　　　　　　腫瘍移植7日目常温下5000・r照射群

前後1日1・1・1・41・・i28
v」　　係　　数 29，2

　　食　　食　　度　　1．26
1　－一一…

　　腫瘍体積　（㎜3）　45864

　　生　存　日　数

コ　　係　　数

26．0 32．3 30．9 37．0 42．0

1．40 1．30 1．20 1．14 工．10

470475
iLO2）」

40420
i0．88）

3680
i0．昌Ol

26日

37。8　　　　28．3　　　　41。0　　　　40．〔｝　　　50，0　　　　50，2

寅　　食　　度 1．36　　　　1．45　　　　1．25　　　　1．40　　　　1，18

2　－一・一一一h　　　　　－・・一

　　腫瘍体積　　（㎜3）　36480

　　　　　　　　　　　　　1。04

40131　　　3．a20Q　　　31768　　　29930

（1，lo）　　（0．93）　　（O．87♪　　（O，b2）

生　存　日　数 23目

コ　　係　　数 47．8 38．0

@　▼

54．1 47．9 52．8 58．0
hF弊陛而“「一罰閲」

H　　食　　度 工．38 1．35 1．18 1．25 1．10 1．OO

3

24864 ，，@285uO
i1．14）

29640
iL19）

26350
ﾐ，05）

23700
i0。95）

生　存　日　数

　65，0

　1，05

22320
（O，89）

　3£田

コ　　　　係　　　　数　　　　　46、1　　　　44．3　　　　38．0　　　　48．7　　　　52．8　　　　61．5　　　　54，3

貧　　食　　度 1じ57　　　　1，38　　　　2．35　　　　1，17　　　　1．32　　　　1，20　　　　1．10

4
　　鵬体積（副266・。 32400　　　3tS2e　　　27300　　22522。5　　18VUU

（1。20）　　（1．19）　　（1．02）　　（0．84）　　（〔｝．67）

生存目数1 34日

平　　コ　　係　　数

均　　貧　　食　　度

40・2　　　34，1

1．37　　　　1．39

41。3　　　41．9　　　48．1　　　52．9　　　59、6

1．27　　　　1．25　　　　1・18　　　　1，08　　　　1，07

（）内数宇は照射前値に比してのf音率を示す。

び皮下組織球墨汁食食機能検査法により網内系機能検　　　程度などと密接な関係があるものと考えられている。

査をおこなった。　　　　　　　　　　　　　　　　　従つて網内系機能を充進させることによつて腫瘍移植

　著者の正常家兎における10例のコ係数は45，1で貧食　　　灘の低下，腫癌発育の遅延，生存目数の延長をはかる

度は1，43であつたが，これを従来の実験成績と比較す　　　ことができ，また網内系機能を閉塞することにより，

ると山形⑳ex40～60，田中⑳は37．2～43，1ゐ間にあり　　腫瘍の発育が促進されるという報告も少なくない。い

平均値53．7，鈴木⑳は66例の蜜兎について検査したと　　　ずれにしても腫瘍と網内系との間になんらかの関係が

ころ平均値53，7，葛谷⑳は52≦コ系数≧62．2平均値　　　あること鳳朋白であろう。

4、．6で磁の別がないと述べ，更に握璽ヲ禅⑭も　S・・rn㊥，1⊥1形⑳らは癌瀦の網内継能はイ邸し

ほ嗣様の徹示している．ま帥山⑲は34例の踊　て・・るとし，Ei・hh・m⑲轍雛金・・イドを稠

について皮下組織球食食度を検討した結果では，1．36　　　してエ71人の癌患者の摂取能力は減少し網内系機能は

であり，ヨ好＠e：k1．37で最大1．39最小1，36であった　　　障害されているとのべ，また田中⑭，鈴木⑪らは，

といい，武井⑰によると124～ユ．44の間にあるという　　Brown・・Pearce腫瘍家蒐で経時的に＝ンゴー赤法で

が，著者の実験では最高L57，最低1．25となり諸家の　　該機能を検査したところ，腫瘍の増大に伴い該機能は

報告とほぼ同様iの傭を示した。　　　　　　　　　　　　　著明に障害されたと報告Lしている。IWase＠，　Braun一

　悪性腫瘍と網内系との関係については既に幾多の研　　　stein㊥．　Stern⑱，　Old⑯⑰，　Ludford轡，小沼⑨，

究⑰一㊥があり，担癌生体の網内系機能は一般に低下　　　香月⑫，鈴木⑫，花田⑳および石原⑭らは，いずれも

していることが認められており，腫瘍の発育，転移の　　　網内系機能を冗進させることにより腫瘍の発育が抑制
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表19　　　　　　　唾瘍移植7日口低体温下5000r照射群

1前i後劇・171・412ii28
コ係数42．345．042．027．335。351．0

　　寅　　食　　度　　　L32
准　　　　　　　　　一一

　　腫瘍体積　（㎜3）

　　生　存　日　数

　　コ　　係　　数

　　貧食魔1，441．381．361．081．15
2　－一一一一一一一一一一一tt　・一・一一一一

1．29　　　　ユ。38　　　　ユ．30　　　　L20　　　　1．16

「「一「「鴨

27090
一一噌rr一噌
@25ユ60
i0．92）

13804
i0．51）

　9261
i0．34）

　72しO
i0、26）

脚

27日

3L5 27．0 31．0 41．3
　　　　1
T9．0

醐体積（㎜3）228・。　（摺 22400　　　工98‘，〔〕

（O，98）　　（0．86）

生　存　EI数 18口

コ　　係　　数 40．1 42．3 47．3 44．1 54．O

　　　　　　臼
ﾐ　　食　　度 1．44 L20

　43。5
Q　r－　　【て　，　　一　　・

@1．47 1．42 1．25

騨嘩曜曜

P．20

@　隙

　　19

黶p｝7トー州3

腫瘍体積（Mn　3） 31680
曽

17556
i0．58）

ユ5960
io・5吸押｝7配臣門

12250
A（o・30）

15200
iO，47）　　「

生　存　目　数

n

　，
24日

　　　　　　　　　　　トコ　　　　｛系　　　　数　　　　 48，4　1　　50．3　　　　36。9　　　　43．8　　　　48．4　　　　48．0　　　　49．O

貧　　　　’食　　　　度　　　　　ユ，53

4　…一一一一一・一一一’一『噛一一”’m－em

　　j国途瘍f4；積　　（mUt　S）　　23800

生　存　日　数

コ　　係　　数　　　60，7

貧　　食　　度　　　1・31

5　　　　　　　・一・一一　　　一
　　jl重瘍体積　　（7tvn　3）　　27778

生　存　日　数

平

均

コ　　係　　数　　　44、　6

貫　食1度　 4．40

1。45　　　　1、50　　　　コ，．47　　　　1．14　　　　3．30　　　　1．22

28595　　　29400　　　24500　　　17ユ50　　　16170
（ユ，20）　　（1，23）　　（l　Q2）　　（0　72）　　（0．67）

38同

65．3　4エ．4　58．2　54．5　56．91　　　　　1

1，26　　　　1，40　　　　1．35　　　　1．10　　　　］L。13

27Y3L　　　1715U　　　10350　　　　tiユ25

（1．00）　　（0．61ノ　　（⑪．27）　　（O．と9）

28日

45，9　　　　38，9　　　　43．5　　　　48・2　　　　52・4　　　　49．O

4昌31　　　　｛．42　　　　1．33　　　　1・16　　　　1・19　　　　1．22

（）内数字は照射前値に比しての倍率を示す。

されるのではないかと報告し，大森㊥は担癌体におけ　　　植後4日目まで不変であつたが，5目目から急激に上昇

る綱内系機能を適当に有利に調節することにより生体　　　し7日目でピークに違し，唾瘍の噌大と宿主一一般状態

を癌に対しては有利に抵抗させることができるのでは　　　が悪くなるにつれて，再び下降するとのべているが，

ないかと報告している。しかし今日まで担癌生体を低　　　腫瘍細胞の少鑑は網内系に対し刺激的に，大鍛は破壊

体温下に。襯航た【知棚融能ee及ぼす羅を　ftlwz作用する⑭⑰のではないかと撫される・鞘の

検討した報告には撲しない。　　　　　　　　　　　　　実験ではコ係数および貧食度にっいて，移櫃後3日

　著者の実験では，唾瘍の増大にともないコ係数で暗　　　目に機能充進し，以後次第に該機能は障轡された。ち

3週，4週目には移植前値の23・2％，50・0％と増大し，　　なみに3週．目のコ係数6Q・7，皮下組織球貫食度はO．98

また寅食度では移植前値の26・4％および22・1％の減少　　　を示し網内系機能の障害は著しく，また転移形成も顕

が認められ著しく網内系機能の低下する傾向がみられ　　　著であつた。

た。これらは移植腫瘍の増大と，その転移形成によるも　　　腫瘍移植後7日目の担踵瘍家兎な低体温下レ線照射

のと思われる。01d⑭⑰はマゥスの実験で蜜食度は移　　　時と同様に体温を25°Gまで下降させ復温させ，その
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図to移植7日目家兎50。0・照射群の変動　　　　図11移植7閾家兎8。0。・照勇僻の変動

　％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％
130
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100
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80
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コ係数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　130

　　　　　　　　　　　”へ＼　　　　　　　120

　　　　　　　　’／’　　　　　＼　　　　　　110
．．　：．As－　　＿＿ゐご：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
　　、　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100

　　　＞　　　　　常温群　　9。
　　　　　　　　　　　一一一一　　低体温群
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　80
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130
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120　　寅食度
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　110
ユ00　－　　　　一　　　ヘ　ー　　一　　一一　一一　＿　繍　剛　＿＿刷一．一一

　　　　、、　，　　　、、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100

90　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　・、．一一・一一一，’　　　　　go
80　　　　　　　　　　　　　　　　’－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　80
70

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　70

　〈　　　　　　！

’　　　　　N　　ノ’

　　　常温群
一脚煽備噸 @低体温群

前後137　14　2ユ　28日　　　前後137　14　21　28日

際の綱内系機能を経時的に追求したものでは，貧食度　　　は低体温と感染龍の爽験で，低体温時には白血球減少

は低体温開始30分ではかなりの元進が認められたが，　　　と。その食食度は滅少し網内系機能が隙簿されること

これは冷却という外界からのStressに対する生体の　　　を論じているが，薯宥の例では初期には充進した。恐

防御反応とも解釈される。臨廉実験e＊　1例であるが，　　　らく著者の実験では冷却時間の短縮していることが他

コ係数の値からしても同様に低体温を開始してまもな　　　の研究商と異る結果を招いたものと考える。Smith⑱

い時期では動物実験同様網内系機能の完進をきたし　　　は癌患者で，しかも転移のあるもの38例について，

た．辻＠らは・・ゴー赤灘より細肉齢用い，低　5嚇・わ効低糟・（8・～90・F直脚孟）すると

体温開始後3時間目までは網内系の障審が激しいの　　　腫瘍部位は縮小し，数例の脳転移のあるものに，精神

で，低温施行前24時間にB・C・G、の皮下注射を行うと　　活動の改蓄がみられ，また疹痛の減少，体窟の増加、

宿主に有利であることを報告しているが，奥知⑭は正　　　食欲の増加，全身状態の改善がみられたと報告してい

常塚兎を低体温｝こした時，冷却開始後30分（直腸渥　　　るが、署者の実験ではBrown－Pearce腫瘍家兎冷却

35°C）では貧食慶は上昇し，更に冷却されて，直腸楓　　　例では，1日目の網内系機能は障害されたが，3日目

30°C，28°C，ではいずれも貧食度は上昇し，網内系機　　　には充進した。しかしいずれも死亡した。

能は鍵したと報告しているが，細⑭は寒冷附加後　次姓体組織の一諏こ放射繍射をおこなうと鱗

一定時を経過すれば，該細胞系統の異物摂取機能は異　　　になんらかの障轡の発現することは，間接作用＠とし

常に増進することを認めている。結局低体温負荷の場　　　て知られている。Branesは⑳マゥスの下半身に6000r

合，低温のある時期には冗進することが推察されるが，　　のレ線を照射し頸部リソパ腺を病理組織学的に検討

著i蕎の実験では臨床例，動物実験例でも冷却の進むに　　　したところ，リンパ腺に直接照射したと同様な変化

つれて，その初期では充進するが，のち網内系機能は　　　をおこしたと述べ，これには照射部の障霧された組

障轡される傾向を示し復温とともに冗進するが，更に　　織が循環系によつて運ばれておこる以外に多くの因子

第1目母になると再び障害された。その後は腫瘍の増　　があり，彼等は体液因子によるものといつている。

大につれて翻に障齢れて死亡した。Ei・em・n・⑰　Br。mi・⑳は｛wa・線照轍尿中ウ・ビリ・一〃反応
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表20　　　　　　　腫瘍移植7日口家兎常温下SOOO　r照射群

1前1後・・1・け1・4i・・、

1

2

3

4

平

均

コ　　係　　数

貧　　食　　度

腫瘍体積　（lnm　3）

生　存　日　数

コ　　係　　数

食　食　　度

43．5

1．、32

37925

46。1

L34

’「颪轟郡て葡「罵踊一

一互「都「癒「……

コ　　係　　数

禽　　食　　度

腫揚体積　（IMn　3）

生　存　日　数

＝　　係　　数

貫　　食　　度

腫瘍体穣　（man　3）

生　存　目　数

：コ　　係　　数

寅　　食　　度

41．o

L30

32256

48．0

1，38

29440

44・　6

1．33

40，8

1，40

39．2

1．44

37．3

i．36

41．9

1．41

33660
（0，88）

46．3

1．30

4り040
（1，15）

45．6

1，34

41737．5
（1．2Y）

62，9

1，20

23310
（0，61）

10日

52．1

1．24

19950
（o．57）

45，5

ユ，30

一－曹一一…ab””t一門
P’一…．『『『t一一一…一

62．3

1．ユ2

15680
ω．45）

46．3

1．32

25」二〇U　　　　Z362S

（Q，78）　　　　（0．73）

　　　　　　　　　　　　　　

l　　　　l

35，2　　　　　　50，0

1，43　　　　　　1，37

1　3ti78e
．＿＿t．．．．．．，一一L＿（茎黛蚤）

39．3　1　　　　45　9

1．40 1，35

Sor，o

1，26

168りu
（0・57）

53．8

1，25

56，Z

1．22

11232
ω，38）

　18日

54，9

1．22

66．8

1．Ot

12t　｛／　O

（O．37）

23田

64．8

L12
18t〕00

（o．55）

25日

65，8

1．06

（　）内数字は照射前値に比しての催率を示す。

は14％陽性，胃腸透視後は69％陽性を示すとしている　　　機構として簾応する網内系機能より検討したわけであ

が，照射部位はその陽性率に著しい関連性がなく，従　　　るが，放射線照射と網内系との関係については，本邦

ってこれをレ線照射による中襟性分解産物に基づく肝　　　では，山本⑩，西下⑪，樹髪⑫，上野⑯，田辺⑯，稲

聴セ・よるものと徽しているeF・ch・m⑳は・繍　田⑭，麟⑱，外国でt：・Bissg・rd⑳一⑳，　S・hmi・一

酔を蛋鹸礁産物に基づく暢症状と漸え1髄的　h…t⑭，Mi・cht・ch・nk・⑲．　H・1t・rm・・n⑭，

な肝実質の附随性障害をB・S．P．試験で証明できると　　　Taliaferro⑯がいずれもなんらかの関係をもってい

．している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ると論じているが，Pohl⑭，宇IB⑰らは本系統の複雑

　臨床的に癌部照尉の際にみられる変化を肝機能，網　　　性をもつて一定の成繍歌得がたいと論じている。著者

内系機能を主にして放射線障霧を検討している研究者　　　の実験で正常家兎大腿部に3000r，5000r．　SOOOr，の各

は，いず乳も生体は大なり小なり障害が在る⑲⑭と　　照射群では，いずれも障審される傾向をみたが，特に

し，それに対する対策も論じているが，宮坂⑫は正常　　．8000r照射群ではその障害は著しく，照射前値に比し

蒙兎下腿にレ線照射をおこない，肝，腎，骨髄など　　て4週目では，常温照射の場合，コ係数で16％の増

璽要臓器の組織学的検査で，なんらかの変化がみら　　加，貧食度では10％の減少とかなり網内系機能の障審

れ，非照射部位に障害のあることを指摘している。か　　　をみたが，3000　r，5000rでは比較的障害の程度は軽

くして身体の一部にレ線照射をおこなうと上述の如き　　　微であり，特に低体温下の方が障書の度は少なかつ

種々の障書の起こることが推測される。著者は下腿に　　　た。田辺はラッテの局所照射で600r5日間照射した

レ線照射をおこない，その障害の程度を，生体の防御　 とき綱内系には認むべき変化はなかつたと報告し，全
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表21　　　　　　　腫瘍移植7日目家兎低体温下8000r照射群

1前睡・日1・i・t・41・・
コ　　係　　数 30，6 39，6 42。3 37。7 45，9 46．3

1
貧　　食　　度 1、46 1．40　　　　　　ユ．35 ］．，38 1．28　　　　　1．15

腫瘍体積　（IMII　3）　19200 30192　　　　11232　　　　：13，138　　　　tJOOO
（1．57）　　　　（0　58）　　　　（〔），69）　　　　（O，47）

生　存　日　数 26日

コ　　係　　数 39．8 42．1 45．3 49．4 54．8

貧　　食　　度 1．36 1．33 L40 1．25 1．15

2
腫瘍体積（”鉱だ3） 24576

2944し｝

i1．19）

　FF▼唐Q770
i｛〕，92）

12288
ｮ0，50）

　　　一　引4　　PP　巳噂π曽「聯伸胃鱒一…

生存日蜘
噛　【¶L伸pr田

，　20Fl
η【・酌L

P

1

コ　　係　　数 48．5 5L4 27。8　　　 34、｛ 51，6

食　　食　　度 1，42　　　　　1．37　　　　　1．50　　　　　1，44　　　　　1．24

3　　　　　　　　－一
　　腫蔓身イas・横　　（㎜3）　　　　2368〔〕

2Y7〔，O　　　　　L6965　　　　　126（）O

（／．25）　　（0．71）　　（0．53）

生　存　日　数 18日

　　コ　　係　　数　　　37．1

　　貧　　食　　度　　　1．39
4　　　　　　　　　　　　　・一一一一一一

　　腫癌体桜吻3）　28380

　　生　存　日　数

平　　笥　　係　　数 39．O

43．6 37．3 45．6 56．4

・　　　　1．42 噛　1，43

@　　　　“

，F－」桝幽，

@　　　1．30
F”「
P．08

　　　　PS025G
i1・4D

19600
i0．69）　　　　凹．

　　F”P5960
i0，56）　唖7

工2后う815

i0．44）

　　　膚轄

ﾏ　　　　　　い

コ9鼠

44，　1 38，1 41．9 52．3 46．3

均　　寅　　食　　度 1、40 ｛．38　　　　　　1，42　　　　　　1．34　　　　　　1・18　　　　　　1、15

（）内数字は照射葡値に比しての借率を示す。

表22乳癌例　レ線照射時コ係数の変動　　　　　　　　身照射の場舎に陣審の強いことを指摘している。一方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　照射では霞食度は増加し網内系機能が完進するので，

灘躍1：ll撚騰購：llll：欄㈱では燃作用のあ・・麟撒い・譜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渚の実験では，第1日目には常温照射の場合いずれも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　充進したのは、やはり大腿部への少線盤でも刺激的な
　図12乳癌例　レ線照射時コ係数の変動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作用を受けたものと考えられる。逆に低体湿群では，
％

11e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1日目には低温という物理的作用の影響のためか低
　　　　　　　　　　　　　　　　　＿常i掻群
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一＿＿慨幟群　　下し，完進状態は3日目に出現した。一方Bisgard

珈　＿　＿＿＿＿　＿＿mp＿．，．＿Pt　＿＿＿　　　　　　1ま感染とレ線照射の爽験で，大腸菌腱腔内注入前24～

＼馳圃後・［・i・1・4i・・28・土鹸稲・＠・　Zach・・1⑳・・瀬の爽験で少鞭

90

80

Nミ　　　　　　　　48繭に・繍繊お・なうと照射後24～48欄雛
＼／／’一一”‘4＼＿！　　　鷹蒜藤高藁錨欝義覧灘饗

，V　　　　　報告・，・1ee・⑳・囎小購・・・…照射して，

野　　　　　　　　　24～48時間後セ峨餓を灘したところ・この醐が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最も禽食度が冗進しており，網内系機能の充進するこ

前後13 @7　　14　　21　　28　H　　　　　　とを論じている。著奢の例では，常温照射の場合，24
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　時間後に，低体温下の場合は72時間後に充進してい　　　ついて乳房切断を行つたものである。コン＝’・一一赤法で

　た。清水⑳は照射後7日目，河村⑳は6時間～24時間　　　は低体温下照射例が機能障割叡少ないばかりか，むし

　後に充進するとのべているが，これら時間の相異は，　　　ろ機能充進状態を塁したのに反して，常温下照射例で

　照射条件，実験動物によると思われる。　　　　　　　　は3日目には機能は充進するが以後3週口まで機能は

　　腫瘍移植後4日目照射群の場合，この時期では，腫　　　抑制さ才X　4　me目に至り園復する傾向を示したことよ

　瘍の発育はそれほどでなく，転移の傾向も少なく，死　　　り、たしかに低体温照射時の方が網内系に与える影響

　亡した症例では，主要臓器への転移も少なかつた。生　　　の少ないことを確められた。

　存期間が7日目照射群の場合より長かつたのは，早期　　　以上，著渚は低体温麻酔下レ線照射の研究の一躁と

　照射のためと考える。3〔〕00r，　SOOO　r，8000　r照射の　　　して，とくに担癌生体の網内添に低体温麻酉1』下レ線照

　各群についてみると，その網内系機能の経過は，ほぼ　　　酎がいかなる影響を与えるかを検討し，いささかの知

　正常家兎照射群の場合と同様の経遡をたどった。これ　　　見をえたものと毒える。

　は早期照射でしかも転移の少ない時期に照射したため
　と考えられる。なかでも5000r照射群は　はるかに網　　　　　　　　第5康　結　　語

　内系機能の障害が軽微なのは，この線量が睡瘍に対し　　　　著者は低体温下および常温下に正常塚兎ならびに撮

　て有効であつたこと，ことに低体温による場禽はレ線　　　腫瘍球兎大腿部セこ3000r，5000rおよび8000rの一時

　照射障審の軽減および早醐照射のためと考えられる。　　　レ線照射をおこなつた際の網内系機能をコ係数および

　Stem⑱はコ係数を測定することにより，レ線照射後　　　皮下組織球歳禽度の面より検討し，次の結果な得た。

　の予後判定をおこない，コ係数の改善されるものは，　　　　　1）Brown－Pearce瘍樋1多｛榔家兎の網内系機i能

　予後が良好なることを青癌，頸部癌について報告し，　　　は移椋後3日Nに元進したが一踵溜の増大にともない

　レ線治療に際してはこの機能検査は予後判懲こかなり　　　障鴇される傾両を認めたo

　の価値のあることを論じている。同様に移樵後4H目　　　　2）捌謝弱家兎に低体温法を加えたときの網内系

　照射群では，＝係数の変動は少なく，結果的に．見て生　　　機能e凱冷却初期には冗進したが，以後陣轡され御澱後

　存期間の延長したことは、ある程度，コ係数および致　　　再び九進する傾向を示した。更に冷却後1日，同でに障

　食度の検索は予後を判走し得たとも考えられる。　　　　　霧されていた。

　　さらに著者の実験中唾瘍移穂7日囲照射の例では，　　　　　3）　正常筆兎照射例

　いずれも，網内系機能の障害は著しく，照射後腫瘍が　　　a）30UO　r：低体温群の網内系機能障將は常温例に

　多少増大する傾向のみとめられる例もあったが，一般　　　比して軽微であつた。

　には3000　rでは，腫瘍は増大する傾向を認め，5000　　　b）5〔〕OO　r：概して低体温群の力が常温例より網内　　“

　r，sooo　rでは著しく縮小し，照射前値の約1／2にな　　　系機能は軽微であつた。

　つた。特に常温下500r照射の例では，網内系機能の　　　　c）8000　r；常温，低体混群ともに陣害の程度は強

　障害は薯しかつたが，低体温下照射例では該機能の障　　　くほぼ同様の経過をたどつた。

1　害は軽微であり，しかも常温と同様唖蕩増大の傾向は　　　　　4）　姐腫瘍象兎移植後4日目照射群

　なかつた。この時期の照射では，レ線による障害およ　　　　a）3000　r：常温，低体温群とも正常家兎と同様の

　びPt瘍の増丸転移など網内系を障害する因子がある　変化を示し，低体温群の方が常温F群より該機能の障

　が，低体温下例では，その障轡が軽微であつたのは，　　　害は軽微であつた。

　低体温下照射のためレ線障轡が減じたこと，およびこ　　　　b）5000r：常温群と低体渥群の差は履も顕著で，

　の線量で充分腫瘍に有効であつたためと考えられる。　　　低体澱群の方がはるかに該機能の障害は少なかった。

　8QOO　r照射群では．常温，低体温下両群の間に著しい　　　　c）SOOO・r：両群ともに障審され明らかな差異はみ

　蓬のあらわれなかつたのは，大線騒によるレ線の障警　　　られなかつた。．

　に原因すると考えられた。　　　　　、　　　　　　　　　5）担腫瘍家兎移櫨後7日目照射群

　　最後に著者の行なつた臨床例への応♪目は，ほぼ同様，　　a）3000　r：腫瘍の発育が高度のため照射しても低

　な病態をもち一時に比較的大線墨を照射しうる条件を　　　体楓群の方がむしろ障害の度が強かつた。

　考えるため，かかる症例に接する機会は極めて少な　　　　b）5VOo　r：低体温群の方が常温群よりも綱内系機

　い。患者は年令に多少の差はあつたが，偶然岡程度に　　　能の障審は少なかつた。

　．進行した乳癌例に接したので，あえて常温下ならびに　　　　c）8QOO　r；鴬灘爵，低体温群ともに該機能の障害

　低体温下にレ線を照射し，その経過を観察しながらつ　　　は著しく，両群の間に差異は認められなかつた。
　／
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